
木と暮らし、里山を守る。

竣工見学会・板倉フォラム
2025.5.10.sat

竣工見学会・生木木工WS
5.11.sun

里山スギ板倉の家内観

板倉の家とは？

里山スギ板倉の家を知る 2days

地元に豊富にあるスギを活用して、柱と柱の間に厚板を落と
し込んで壁をつくり、床や屋根にも厚板を張ってつくる、耐
震性・防火性・温熱環境に優れた住宅です。建築本体は、す
べて無垢の木でつくるので、清浄な室内環境をつくり、木材
の再利用も可能です。



「里山スギ板倉の家」見学会

第12回板倉フォラム

生木木工ワークショップ

主催：NPO 法人とやまの木で家をつくる会、一般社団法人日本板倉建築協会
          富山大学芸術文化学部籔谷研究室

協力：（社）ひみ里山杉活用協議会、株式会社 河原林業

1組 3000 円（1人参加の場合は 1,500 円）

今回の復興住宅においては、被災した住宅のマツ梁、能登瓦、漆塗りの天井板、建具を再利用しています。ワークショップでは、新設のキッチンカウンター等に、漆を
塗り仕上げました。また救出した建具に五箇山の手漉き和紙を貼り、床をミツロウワックスで仕上げました。このプロジェクトは、震災の廃棄物を減らし、地域の歴史文
化産業を継承する復興を目指すものです。是非、板倉の家を体感し、復興の家づくりの参考にして下さい。

氷見市芸術文化館 
住所：富山県氷見市幸町 31番 9号 

2025 年 5月 10 日（土）

2025 年 5月 10 日（土）、5月 11日（日）

2025 年 5月 11 日（日） 丸谷芳正氏
(富山大学名誉教授、設計工房MandM代表 )

9：00～12：00　

「能登半島地震震災復興住宅 - 氷見の復興住宅モデルから奥能登への展開 -」

森の恵みに感謝し、その恵みをスツールとして持ち帰るWS。現場は氷見の森。鋸、斧、鉈、小刀、手回しクリックボール（錐）を使用し3本足のスツールをつくります。
フレームが完成したら荒縄（3分か4分）で座面を編みます。初心者でも３～4時間あれば完成です。2人1組で1脚を製作します。（材料は1組２脚分用意します）

DAY２

建主：荒井美穂子氏
設計：居島真紀氏（里山建築研究所）
施工：長森稔氏（ミヅホ建設）
製材：岸田毅氏（岸田木材）
広報：籔谷祐介氏
　（富山大学 学術研究部 芸術文化学系）

板倉の復興住宅をつくる過程や生産体制、今後の課題等をこの家づくりに関わった設計、製材、施工、大学等の関係者が発表する「板倉フォラム」を開催します。

締切：4 月 28 日（月）（一社）日本板倉建築協会事務局　Email：info@itakurakyokai.or.jp

汚れて良い服、昼食、飲み物

登壇者

申し込みは
右のQRコード
からお願いします

12組 24 名

１組 2人での申し込み（１人参加は要相談）
 見学会と同じQRコードからお申し込みください
締切：5 月 4日（日）

DAY 1

13：30～16：30　

9：30～15：00　

DAY 1

DAY２

note instagram

住所：富山県氷見市阿尾 2043

お車は敷地南の接道
にご駐車ください

里山スギ板倉の家 里山スギ板倉の家

13：00～13：30 会場受付

13：30～14：20 2025 年度日本板倉建築協会総会（会員向）

14：30～16：30

18：00 氷見市内で懇親会（有料）

14：20～14：30 会場受付（板倉フォラムから参加の方）

どなたでも参加可能です

第 12回板倉フォラム（一般・会員向）

天空平里山林

里山スギ板倉の家
住所：富山県氷見市阿尾 2043
　　　（google map では阿尾 1994）

場　　所

申し込み

日 　　時

申し込み

場　　所

場　　所

講　　師

参 加 費

持 ち 物

定 　 員

申し込み

日 　　時

日 　　時

    9：30

9：30 ～ 14：30

14：30 ～ 15：00

椅子作成WS

里山スギ板倉の家へ移動15：00 ～ 16：00

作成した椅子に座り、皆でお話し
里山スギ板倉の家見学

9：15～（天空の森SORAキャンプ場手前数百メートル
※案内看板有）

開催場所（天空平里山林）集合・受付

後援：富山県、氷見市、北日本新聞、富山新聞
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